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１章 学びの基本                         TFU リエゾンゼミ・ナビ 『学びとの出会い』 

 

 

 

 

１ 本学がめざすところ 

 本学は、我が国最大の仏教宗派である曹洞宗宗立の学校法人 栴檀学

園の経営にかかる福祉学専攻の私立大学であり、道元禅師の『行学
ぎょうがく

一如
いちにょ

』

を建学の精神に掲げ、その教育の理念は、大乗仏教における『自利・利

他円満』の哲学を基調としています。 

即ち、本学が目指すところは、「人間は凡
すべ

て生かされつつ、生かしつつ」

を信条とし、「それぞれの人間の持てる力を出し合い、互いに支え合いな

がら生き甲斐を感ぜられるような社会」を実現することであり、建学以

来受け継いできた「学問研究と実践実行は全く一体である」ことを認識

し、この両者の両立・調和（『建学の精神』）を図りうる人材の育成にあ

ります。 

今さら言うまでもなく大学は、学術の中心として広範な知識を伝授す

るとともに、深奥なる専門的学術技能を教育・研究し、知育、徳育、体

育の滋養を図り、やがては社会における応用能力を展開しうる人材を育

成する高等教育機関として設置されたものであって、人類の幸福と国家

社会の発展に資する責任をもつものと考えています。 

 

 

２ 本学における「建学の精神」の展開 

〔１〕学部・大学院 

本学は、その『沿革』にも記したように、 1875 年（明治８年）発祥の

宮城県曹洞宗専門支校を淵源とし、その後、我が国教育制度にかかる文

部省令の改正や曹洞宗教育令の制定などにより幾多の変遷を重ねた後、 

1962 年（昭和 37年）、４年制大学へと進展した長い歴史をもっています。

2015 年より現在の４学部９学科体制になり、大学院には通学制修士・博

士課程を有し、通信教育部、通信制大学院をも擁する東北地方屈指の私

立大学となっています。 

 

〔２〕実践の場の提供 

さらに近年に至って、学生には建学の精神たる「行学一如」を体得し

注） 本節は本学ホームペ

ージより転載しています。 

 

 

道元禅師（1200－1253） 

鎌倉時代の禅僧、曹洞宗の

開祖。「修証一如」（証果
さ と り

を

期待して修行するのでは

なく、無限の修行を続け

る）、「只管打坐」（ひたす

ら坐禅にうちこむ）を説

き、『正法眼蔵』を著した。

弟子の懐奘が道元の言葉

を記録した『正法眼蔵随聞

記』も有名。「玉
たま

は琢磨
た く ま

に

て器となる、人は錬磨によ

り仁となる、何
いずれ

の玉かは

じめより光有る、誰人
たれびと

か初

心より利なる（勝ってい

る）。必ずみがくべし、す

べからく練るべし。自ら卑

下して学道をゆるくする

事なかれ」「我が身、愚鈍

なればとて卑下すること

なかれ」などの言葉は、私

たちを励ましてくれます。 

 

１．建学の精神と教育の理念を知ろう 

 

http://www.tfu.ac.jp/education/graduate/index.html
http://www.tfu.ac.jp/tushin/index.html
http://www.tfu.ac.jp/tushin/gs_yoko/enter.html
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うる実践の場を提供し、一方では、２１世紀の新しい社会福祉学の創出

を模索しつつ、時代が求める「開かれた大学」「地域社会に密着し、共に

歩む大学」としての理想を実現するために、その一環として 1996 年（平

成８年）に大学所有地内に関連社会福祉法人「東北福祉会」を、また、 

2000 年（平成 12 年）には、同じく関連の医療法人社団「東北福祉会」

を設立し、これら経営にかかる老人福祉施設５ヵ所のほか、認知症介護

研究・研修仙台センター、児童福祉施設等を開設するとともに、 2003

年（平成 15 年）には、本学が標榜する『予防福祉・健康増進』の拠点と

してウェルコム２１を竣工し、予防福祉クリニックの開業等、多角的福

祉関連事業を展開する（現在は大学院およびリハビリテーション学科が

学ぶ）一方 、教育環境のさらなる向上と地域貢献ならびに学生諸君の通

学の利便性を図る目的で 2007 年（平成 19 年）春、ステーションキャン

パス －JR 仙山線「東北福祉大前駅」およびこれに隣接する「ステーシ

ョンキャンパス館」（地上 8 階）－ を完成し、2008 年（平成 20 年）4

月には経営母体を同じくする学校法人栴檀学園「東北福祉看護学校」を

開校。続く同年 6 月には、多様化する現代社会において大きな課題とな

っている『こころのケア』に、大学の持つ各種の福祉研究の成果を基に、

保健や福祉と融合した医療を提供し、地域社会のニーズに応えようとの

試みから「東北福祉大学 せんだんホスピタル」（地上 4 階・144 床）を

開業。2015 年（平成 27 年）には仙台駅東口キャンパスを開設し、市民

に向けたさまざまな事業を展開しています。 

 

〔３〕２１世紀が求める福祉の理想像をめざして 

本学は、新世紀が求める福祉の理想像、即ち、人間の持つ可能性をさ

らに深く探求しつつ、従来の「モノやカネ、あるいは施設や行政に偏り

がちであった社会福祉」を変革し、社会のシステムがどのように複雑化

しようとも、人間一人ひとりが生きがいと自立を見いだし、一層の「生

活の質（QOL）」を高め合う社会が実現できるよう—との願いから、 1998

年（平成 10 年）、文部省（現文部科学省）が進める「学術フロンティア

推進事業」の拠点校としての指定を受け『感性福祉研究所』を設置し、

生命科学、環境、心理、福祉、感性情報、学術情報の６部門にわたり「生

命科学を基礎とする感性と環境の相互作用に関する学術研究」を推進し、

その成果を全世界に向けて発信、広く人類の福祉の増進に役立てようと

試みているところです。 

 

 

 

http://www.sendan.or.jp/kenkyusho/index.html
http://www.sendan.or.jp/kenkyusho/index.html
http://www.tfu.ac.jp/campuslife/clinic.html
http://www.tfu.ac.jp/hospital/index.html
http://www.tfu.ac.jp/kenkyusho/kanken/kanseifukushi.html
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〔４〕文化活動、スポーツ、ボランティア活動等の振興 

また本学は、「福祉の対象は人間である。従って社会福祉事業に携わら

んとする者はもちろんのこと、社会のあらゆる分野で活躍せんとする者

は、唯単に、学業のみを積み重ねるだけでなく、他人との関わりを大切

にし、他人と協力し合う気質を養うことが肝要である」との認識をもち、

その方策の大きな柱として学業以外のいわゆる課外活動、即ち文化活動

をはじめとしてスポーツやボランティア活動等の振興についても、全学

挙げて取り組んできています。 

 

 

３ 校歌・校章 

〔１〕校歌 

 現在の校歌の作詞は扇畑忠雄、作曲は古賀政男。本学ホームページの

You Tube で聴くことができます。 

 

〔２〕校章とシンボルマーク 

 校章とシンボルマークのデザインとその意味について、本学ホームペ

ージで見ることができます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

大学の歴史とめざす

ところを知って学ぶ

と、深く学べるよ 

行学一如 

［学業も実践も本は一つ］ 

 

自利・利他円満 

［支え合い、ともに幸せに］ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

扇畑忠雄（1911-2005） 

アララギ派の歌人。 

 

古賀政男（1904-1978） 

昭和の時代を代表する作

曲家。国民栄誉賞を受賞。 

 


